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会総会 金沢 2016 年 5 月 26–27 日 
 

21. 河野史歩, 川島正裕, 永井英明, 渡邉かおる, 加藤貴史, 渡邉直昭, 日下 圭, 鈴木純子, 大島信治, 廣瀬 敬, 松井弘

稔, 赤川志のぶ, 小林信之, 太田 健, 鹿住祐子, 御手洗聡. 当院における肺 M. abscessus complex 症の亜種別の治療
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日本結核病学会総会 金沢 2016 年 5 月 26–27 日 
 

23. 森本耕三, 長谷川直樹, 泉 清彦, 南宮湖, 内村和弘, 星野仁彦, 倉島篤行, 速永 淳, 渋谷俊介, 霜島正浩, 御手洗

聡. 抗酸菌検査情報を用いた肺非結核性抗酸菌症サーベイランス: 2012–2013. 結核 2016; 91(3): 367. 第 91 回日本結

核病学会総会 金沢 2016 年 5 月 26–27 日 
 

24. 森本耕三, 青野昭男, 大藤 貴, 近松絹代, 伊麗娜, 倉島篤行, 五十嵐ゆり子, 佐々木結花, 山田博之, 髙木明子, 後藤 
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25. 山田博之, 近松絹代, 青野昭男, 五十嵐ゆり子, 伊麗娜, 大藤 貴, 髙木明子, 御手洗聡. Mycobacterium smegmatis の

single-cell ストラクトーム解析. 結核 2016; 91(3): 355. 第 91 回日本結核病学会総会 金沢 2016 年 5 月 26–27 日 
 

26. 五十嵐ゆり子, 星野仁彦, 吉田光範, 吉田欣史, 近松絹代, 御手洗聡. M. ulcerans と M. ulcerans subsp. shinshuense の
MALDI-TOF MS による解析. 結核 2016; 91(3): 411. 第 91 回日本結核病学会総会 金沢 2016 年 5 月 26–27 日 
 

27. 近松絹代, 小寺拓也, 川瀬三雄, 大藤 貴, 髙木明子, 青野昭男, 山田博之, 五十嵐ゆり子, 江崎孝行, 御手洗聡. 
STH-PAS 法による Mycobacterium 属の同定精度評価. 結核 2016; 91(3): 412. 第 91 回日本結核病学会総会 金沢 

2016 年 5 月 26–27 日 
 

28. 髙木明子, 近松絹代, 吉多仁子, 田村嘉孝, 永井崇之, 青野昭男, 五十嵐ゆり子, 山田博之, 御手洗聡. 2010–2013年に

分離された結核菌における各試験法によるイソニアジド感受性の齟齬及び耐性遺伝子変異の検討. 結核 2016; 
91(3): 413. 第 91 回日本結核病学会総会 金沢 2016 年 5 月 26–27 日 
 

29. 髙木明子, 大藤 貴, 御手洗聡. Linezolid 耐性結核菌の耐性機序の解明. 日本化学療法学会雑誌 2016; 64(S): 185. 第
64 回日本化学療法学会総会 神戸 2016 年 6 月 10–11 日 
 

30. 多田納豊，佐野千晶，梅田 啓，御手洗聡，石川智世，戸村雪花，中鶴彩香，藤原純子，竹下治男，冨岡治明，八木

秀樹. 第一回抗酸菌研究会 沖縄 2016 年 9 月 29 日 
 

31. 八坂謙一郎, 酒井良朗, 升永憲治, 渡邊 浩, 髙木明子, 御手洗聡. 中心静脈ポートを留置された進行胃癌症例で発症

した Mycobacterium conceptionense 菌血症の 1 例. 第 86 回日本感染症学会西日本地方会学術集会・第 59 回日本感染

症学会中日本地方会学術集会・第 64 回日本化学療法学会西日本支部総会 プログラム・抄録集 2016: 485 沖縄 2016
年 11 月 24–26 日 
 

32. 大角晃弘、泉清彦、河津里沙、内村和広、加藤誠也：入国前結核健診についての検討－豪州とフィリピンでの視察

から．第 91 回日本結核病学会総会、ミニシンポジウム 2．国際保健・在日外国人の結核、結核 2016;91(3):285, MS2-3. 
2016 年 5 月 27 日、於金沢市． 
 

33. 泉清彦、河津里沙、大角晃弘、内村和広、渡部ゆう、三宅慧：結核集団感染事例における疫学調査情報の検討：社
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

2 1 10 3 1 31 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

御手洗 聡 
・教授 

評議員，抗酸菌検査法検討委員会・委員長 日本結核病学会 

御手洗 聡 
・教授 

評議員 日本臨床微生物学会 

御手洗 聡 
・教授 

編集委員 日本化学療法学会 Journal of Infection and 
Chemotherapy 

御手洗 聡 
・教授 

SRLN member Global Laboratory Initiative, World Health 
Organisation 

御手洗 聡 
・教授 

Editorial Board Member International Journal of Mycobacteriology 

御手洗 聡 
・教授 

Editorial Board Member Journal of Microbiological Methods 

御手洗 聡 
・教授 

感染症診査会委員 東京都中野区保健所 
東京都荒川区保健所（2015.12〜） 

御手洗 聡 
・教授 

学校結核対策委員会委員 東京都荒川区 

大角晃弘 
・准教授 

代議員 日本国際保健医療学会 

大角晃弘 
・准教授 

感染症診査会委員 東京都渋谷区 

大角晃弘 
・准教授 

学校結核対策委員会委員 東京都渋谷区 

大角晃弘 
・准教授 

結核対策推進会議委員 神奈川県川崎市 

大角晃弘 
・准教授 

結核対策評価委員会委員 大阪市 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

御手洗 聡 
・教授 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業） 

エビデンスに基づくバイオリスク管理の強化と国際

標準化及び事故・ヒヤリハット事例の共有データベ

ース構築に関する研究 

御手洗 聡 
・教授 

国立研究開発法人日本医療研

究開発機構 
分担 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業） 
結核対策の評価と新たな診断・治療技術の開発・実

用化に関する研究 
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御手洗 聡  
・教授 

国立研究開発法人日本医療研

究開発機構 
分担 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業） 
地域における結核対策に関する研究 

御手洗 聡 
・教授 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び

予防接種政策推進研究事業） 
国内の病原体サーベイランスに資する機能的ラボネ

ットワークの強化に関する研究 

御手洗 聡 
・教授 

国立研究開発法人日本医療研

究開発機構 
分担 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症研究

事業） 
非結核性抗酸菌症の疫学・診断・治療に関する研究 

御手洗 聡 
・教授 

大塚製薬 代表 デラマニド耐性検査用平板作製手順書に従った本培

地作製と精度評価 

御手洗 聡 
・教授 

和光純薬工業株式会社 代表 遺伝子増幅法による結核菌及び、Mycobacterium 
intracellulare, avium, kansaii 同定検査システムの臨床

研究 

御手洗 聡 
・教授 

ヤンセンファーマ 代表 多剤耐性結核（MDR-TB）による肺結核症を有する

日本人患者を対象とした TMC207 の安全性，有効性

及び薬物動態を検討するための非盲検試験 

御手洗 聡 
・教授 

東洋紡 代表 結核菌遺伝子検査試薬の性能検証 

御手洗 聡 
・教授 

東ソー株式会社 代表 TRC 抗酸菌検査メーカーコントロールサーベイ試料

の調製 

御手洗 聡 
・教授 

極東製薬工業 代表 抗酸菌同定核酸クロマトの性能評価 
改良アクリステインの臨床評価 

大角晃弘 
・准教授 

国立研究開発法人日本医療研

究開発機構（AMED） 
分担 新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業（主

任研究者：石川信克） 
「地域における効果的な結核対策の強化に関する研

究 ６．結核菌遺伝子型情報と GIS（地理情報シス

テム）の積極的疫学調査への活用方法に関する研究」 

大角晃弘 
・准教授 

厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（地球規模保健課題解決

推進のための行政施策に関する研究事業）「持続可

能な開発のための 2030 アジェンダの保健課題解決

に向けた行政施策に資する研究」 

大角晃弘 
・准教授 

文部科学省 代表 文部科学省科学研究費基盤 C 一般 
「結核対策と喫煙対策の連携はいかに有効か？－フ

ィリピン都市部貧困層における検討」 

 

その他 

○特筆すべき事項 
御手洗聡 教授 
① 東北大学大学院医学系研究科 非常勤講師（2016/4–2017/3） 
② 所沢看護専門学校 非常勤講師（2016/5–9） 

 
大角晃弘 准教授 
① Executive Director, Research Institute of Tuberculosis/Japan Anti-Tuberculosis Association, Philippines, Inc. (RJPI), Manila, 

Philippines, (2016/1–2016/12) 
② 東海大学健康科学部 看護学科大学院非常勤講師（2016/4-2017/3） 
③ 東海大学医学部 医学科非常勤講師（2016/4-2017/3） 
④ 埼玉県立大学 保健医療福祉学部健康開発学科非常勤講師（2016/4-2017/3） 


